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家でも 外でも

私たちはプラスティックに囲まれ生活している
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海には廃プラスティックが散乱している
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１ プラスティックとは
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・有機（炭素含む）高分子（分子の繋がり）人工化合物
ポリエチレン

・Plastikos（ラテン語 ）：成形できるもの

プラスティックとは

エチレン

・高機能から汎用まで広い分野をカバーできる素材

高
機
能
化

容器
包装
３６％

世界の用途別プラスティック

２０１５年6



プラスティックの特性

９． 成形しやすい

プラスティックの原料：石油

プラスティックは石油の６～７％を原料としている

1部LNG使用、最近はバイオマスも開発 7

メリット生かし、デメリットカバーし、用途に応じた素材提供
（諸技術：重合、混合化、複合化化、添加剤等）

プラスティックは幅広い適合性がある



高 機 能 分 野

宇宙開発 飛行機・自動車 医療・医薬電子製品

人工心臓

汎 用 分 野

日用品

合成繊維衣類 合成ゴム製品塗料・洗剤等 医療関係

は
や
ぶ
さ

容器 包装材 建材 家電製品

MRI設備
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プラスティックは環境問題に寄与

・生物多様性問題
・野生生物の保全：毛皮、象牙、等々代替・・

・温暖化問題
・重量物の軽量化：、自動車、飛行機・・・・

・資源枯渇問題
・食品ロス削減： 容器包装材
・天然繊維の代替： 綿、毛、麻等
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1950年～ 世界でプラスティック本格的工業生産

1907年 世界最初のプラスティック発明
フェノール樹脂（ベークライト）：熱硬化性樹脂

1930年～ 熱可塑性樹脂発明：ＰＥ、ＰＰ、ＰＳ、塩ビ等

1958年～ 日本のプラスティック本格的工業生産

合成繊維発明：ポリエステル、ナイロン、アクリル

プラスティックの歴史

合成ゴム発明：ブタジエンゴム・・・

10

プラスティックは誕生から未だ100年強



７０年で（1950～2020年）
人口： ３倍強！
経済規模： １６倍強！

プラスティック： ２００倍！

世界でプラスティックは1950年以降、爆発的急成長

１９５０年
人口：２５億人
GDP:５．３兆＄
PL生産：２百万トン

２０２０年
人口：７８億人
GDP：８５兆＄

PL：４億トン

（Ellen MacArthur 財団）

２０５０年

１１億トン!？

プラスティック生産量は容量で鉄鋼の約1.7倍

＊

＊
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９６４万ｔ（２０２０）

生産ピーク
１４６６万t（１９９７）

日本のプラスティックも急成長（1958年以降）

（合成繊維、合成ゴムは含まず）

石油化学工業協会、日本プラスチック工業連盟

公害問題
１９５０ ～ １９７０

エネルギー問題
（２度・石油危機）
１９７０～１９９０

地球環境問題
１９９０～

日本のプラスティック生産量推移
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生産： ８３
蓄積： ２５
埋め立て： ４９
焼却： ８
Recycle:  ６

累積量（億トン）

米カルフォルニア州立大

埋め立て

焼却
1部海へ

世界のプラスティックの累積実績（１９５０～２０１５）

廃棄 : ６３
（対生産：７６％）

プラスティックは大量生産・消費・廃棄の典型的素材

従来の廃PＬは「埋め立て」「焼却」が主な処理方法
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２ プラスティックの海洋汚染
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廃プラスティックが海洋に散乱している ⑴

海岸に漂着するゴミ
ゴミの７０％が廃プラス
ティック

日本海岸漂着ＰＬ量
3.3万トン/2015年調査

Great Pacific Garbage Patch
7.9万トンの廃PL/160万ｋｍ²

太平洋ゴミベルトの東端
アメリカ・カルフォルニア州の沖合
海の還流に乗って運ばれた廃PLが溜まっ
てしまった

OceanCleanup(2018)
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海中には大小種々の廃ＰＬ

プラスティックボトル、
レジ袋、ストロー
プラスティックの砕けた破片
（マイクロPL）

海に流出したPLの９０％は海底
に沈んでいるか！？

海底の廃PLは既に、70ｋｇ/㎞²

ユーノミアReserch＆Consulting

廃プラスティックが海洋に散乱している ⑵

海底には沈んだＰＬ
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2015年

毎年大量の廃プラスティックが海洋に流出

廃棄量率（約８５％）

生産量：4億トン

廃棄量：3億トン強
流出量推定480万トン～1270万トン

約８００万トン/年

ＰＬ海洋流出量率：
世界ＰＬ生産量の２～３％

ＰＬ廃棄量率：
世界ＰＬ生産量の約８５％

米Calfornia大学（2015年）

米Georgia大学（2010年）
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海の廃プラスティック量が
2050年には魚の量を越える！

World Economic Forum in Davos（２０１６）
（Ellen MacArthur 財団：イギリス）

プラスティック生産量
11億2400万トン：2050年

毎年海に流入する
廃ＰＬ量

生産量の２～３％

プラスティック生産量
３億1100万ｔ：2014年

８億トン
魚の量

１．５億トン
海の累積廃ＰＬ量

8～10憶トン
海の累積廃ＰＬ量

８億トン
魚の量
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海に流出する廃プラスティック：アジアからの量が多い

世界系（中央値） ８７７

流出量の多い上位１０か国の内
８ヶ国がアジア

流出量の８０％はアジアから

流出量の比較的少ない国
日本（30位）： ２～６万トン
ＥＵ（２８ヶ国）１５～５０万トン

米Georgia大学：2010年 19



・アジアの海洋への廃PLが流出量が多かった１原因

欧米日は大量の廃PLをアジアに輸出していた

中国及びアジア諸国は
PL生産の不足から欧米日の廃PLを輸入し再生PLを産出
その工程で排出する廃PＬをそのまま廃棄

・２０１７年中国が廃PL輸入禁止、他アジア諸国も追随、
廃ＰＬ輸出は激減している
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漁網廃棄

廃プラスティックの海洋への流出ルート

陸
か
ら
（
約
７
０
～
８
０
％
）

海
で
（
約
３
０
～
２
０
％
）

21ユウーノミア・Reserch＆Consulting



日本の海岸への漂着ゴミ

漂着ゴミの種類 漂着PLの種類

（環境省実態調査：2016年）

海洋に漂う廃プラスティックはどんなものか
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・漁業被害： 漁獲量減少（3.6憶＄）

・観光への影響：観光客減少（6.2憶＄）

・沿岸域居住環境への影響

廃プラスティックの海への流出による被害

・船舶航行等への影響

廃プラスティックの誤食、・海洋生物への絡まり等

・海洋生態系への影響

更にマイクロプラスティックによる
海洋生態系への影響が問題となってきている
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マイクロプラスティックとは
・一般的には直径5㎜以下のプラスティックの微小片

１次マイクロプラスティック

２次マイクロプラスティック

医薬品、化粧品等に添加するために製造された微小片、
衣類洗濯時に出る合成繊維クズ、自動車タイヤのすり減ったカス

廃棄されたＰＬ製品が自然力で細分化、微小片化したもの

・マイクロプラスティックは世界の海に広がっている
北極、南極でもマイクロ・プラスティックは発見されている

マイクロプラスティック（１～4.75ｍｍ）
の密度分布予測

（Eriksonから引用）
24



マイクロプラスティックの問題

①マイクロPLに汚染物質が吸着、
（有機汚染物質ＰＣＢ、ＤＤＴ等、重金属カドミウム、鉛、亜鉛等）

海洋生物・鳥類の生態系の乱れが危惧されている
生殖系、免疫系障害

・人間にも影響する可能性あるが現在定量的データ
はなく、更なる調査研究が必要

②海洋生物が誤摂取、食物連鎖により濃縮され、生態系に乱れ
が生じる恐れ
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出典：Jambeck, J R, R Geyer, C Wilcox, T R. Siegler, M Perryman, A 
Andrady, R Narayan, and K L. Law. "Plastic Waste Inputs from Land into 
the Ocean." Science. 347.6223 (2015): 768-771. Print. /Eunomia. 
Plastics in the Marine Environment.

海底、海中に９４％？

海洋プラスティック問題の実態は
未だ不明の点が多く、更なる調査・研究が必要
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３ 海洋プラスティック問題の発生因
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１ 「プラスティックの素材特性」からの問題

・プラスティックは自然分解しない
（地球上に分解する微生物がほとんどいない）

・プラスティックはリサイクルしにくい素材

・リサイクル製品の性能が低くなる（繰り返しリサイクル困難）

・汚れたＰＬ多く、収集、分別、精製などにコストがかかる

・同じＰＬを集めることが難しい（種類多く、複合材、添加剤等が多い）
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・途上国のプラスティック生産量も急増（廃PL処理未整備）

２「プラスティックの爆発的急成長」からの問題

・特に容器・包装分野の廃プラスティックが急増

欧州PL製品工業協会

UNEP:2018

世界の廃プラスティック(2015)
総排出量： ３億トン
容器包装： 1.4億トン

容器包装の大部分は
使い捨てプラスティック
（OneWayPlastic）

途上国生産量
５７．３％： ２億トン

容器・包装
４７％
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世界の廃ＰＬ処理実態（2016年）

３「プラスティックの管理・処理法の未確立」
からの問題

これまで先進国でも廃ＰＬの処理は
「埋め立て」と「単純焼却」が主で、又、管理も杜撰であった
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４ プラスティック問題への取り組み
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世界の取り組み動向

2017年１2月；Clean Seas Campaign(UNEP:国連環境計画）

2018年６月； G7 シャルルボワ・サミット

2019年6月； G20 大阪・サミット

2021年6月；G7 コーンウォール・サミット

国連が、企業、市民に使い捨てPL等の習慣を変えるよう促す

安倍首相宣言 「Blue Ocean Vision」：2050年までに海洋PL汚染を０を目指す

「海洋プラスティック憲章」提案：EU＋5国署名、アメリカ・日本署名せず

「G7・2030年自然協約」海洋PL問題強化の新たな協定等に取り組む

「CleanSeaキャンペーン」

海洋廃PLが世界的課題であるとの問題提起を共有

2050年に海洋中の廃ＰＬが魚の重量を上回る：エレン・マッカーシー財団
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海洋プラスティック憲章の概要
海洋ＰＬ取り組みの指標 2018年
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ＣＥ（CircularEconomy：循環経済）：2014年
欧州の産業革命以来の社会経済全体の構造改革
持続可能で低炭素且つ資源効率的で競争力ある経済

欧州(ＥＵ）プラスティック戦略：2018年
ＥＵのCircular Economyの重要分野の１つとして

位置づけられた経済産業政策

欧州のプラスティック問題への取り組み
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⑶ 目的達成の為に戦略的に技術革新と投資を進める

⑷ 世界で海洋汚染に取り組むために欧州がInitiativeをとる

欧州プラスティック戦略概要
（欧州委員会２０１８・１）

⑴ プラスティック産業の構造改革
2030迄に容器包装PLを全てRecycle、Reuseする
できないPLは排除する（Refuse)。
最後は熱回収する（EnergyRecovery）

⑵ 廃ＰＬ、マイクロＰＬの海洋流出を防ぐ
法規制を含めあらゆる措置をとる

（EU議会は2019年OneWayPlastics使用禁止法案可決）
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循環型社会形成推進基本法（２００１）

廃棄物処理法 資源有効利用促進法

環境基本法 （１９９４）

日本のプラスティック問題への取り組み

循環型社会形成推進基本計画（２００３）
第4次計画策定（２０１８）

プラスチック資源循環戦略（２０１９）
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プラスチック循環利用協会

２００５ ２０２０

廃PL総排出量（万トン） １００６ ８２２

Material Recycle １８％ ２１％

Chemical Recycle ３％ ３％

Thermal Recycle ＊
（Energy Recovery：熱回収）

３７％ ６２％

有効利用率 ５８％ ８６％

未利用率（単純焼却、埋め立て） ４２％ １４％

日本の廃PLの処理実績

その管理下で３Ｒを進め、廃PL処理の高い有効利用率を達成

＊世界ではThermalRecycleをRecycleとは認めないとの見方があり

２４％

従って実Recycle率は２４～５％ともいわれている
37

プラスティック全体（原料～処理）を管理する体制を構築、



日本のプラスチック資源循環戦略概要（２０１９）

⑴ プラスチックの資源循環産業を目指す
・２０３５までに全ての廃プラスティックを
熱回収（サーマルリサイクル）リユース、リサイクル
等にて有効利用する

（使い捨てプラスティックの削減に踏み込む（レジ袋、カトラリー等）

⑵ 廃PLの海洋流出・回収の諸活動促進

⑶ 途上国に日本のPL処理の管理方法・知見提供、協働等支援
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中国： １０２百万トン
日本： １３百万トン
他アジア： ５９百万トン
アジア計：１７４百万トン

アジアのプラスティック生産量

２０１５年
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アジアの状況

太平洋、インド洋に臨み、膨大な人口、
多民族・多様な文化の発展途上地域

プラスティック問題
「大量生産・消費・廃棄」＋「先進国廃PL大量流入」

廃プラスティック国内氾濫

海へ流出

経済急成長と諸問題同時発生
（格差、公害、エネルギー、地球環境問題）

アジアの取り組みの課題
インフラ整備（ハード・ソフト） 人々の意識の変革

「日本モデル」「欧米モデル」による支援

アジア各国海洋ＰＬ問題取り組み開始 40



中国：環境政策へ転換

第１３次5ヶ年計画（2016年3月）：環境政策へ舵を切った

・ゴミ回収計画－生活ごみ分別制度実施計画
2015年：2.46憶トンー2022年目標：3.3億トン

・廃プラ輸入削減・停止：2017年～ ・プラスティック製品の利用規制
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アジア各国も
海洋PL問題の取り組みを始めた
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世界のプラスティックの取り組み（処理）動向

従来の処理
各国・地域の
夫々取り組み

今後の方向
世界共通の

取り組み

埋め立て
（Landfill)
単純焼却
（Inceneration）
投棄
（Disposal)

量規制
（Refuse, Reduce）
再利用
（Recycle, Reuse)

熱回収
（EnergyRecovery)
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海洋ＰＬ問題（生態系問題か、資源問題か）

化石
石油
石炭
天然ガス

燃料使用

原料使用
（PL生産）

CO₂排出
大気へ流出

廃PL排出
海洋へ流出

温暖化問題（気候変動）

大気中の
CO₂濃度上昇

海洋中に
廃PL氾濫

海洋汚染
（生物生態系乱れ）

過剰温室効果
（大気温上昇）

海洋プラスチック：保坂直紀著

化石を原・燃料とする根本的環境問題

化石燃料全体の３％程度
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海洋プラスティック問題への取り組みは始まったばかり
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課題は

・プラスティックの有効な処理方法の選択

・海洋プラスティック問題の全容解明

・プラスティックの素材としての利便性を
どこまで求めるか



了
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